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概要

•活動内容
• ①行ってみた（遊んだだけ？）

• ②使い方を考えてみた
• 田んぼイルミネーション

• ③試してみた
• 結構キレイ

• ④人を呼んで本番をする準備
• ブランドを作った。

• 現地の人に相談した。

•今後の構想



出発点＝古民家と棚田



古民家、棚田を何に使おう？

農村の多面的機能（農水
省）から今回使える機能
を考えた。

→教育の機能に注目



現在の教育の課題

•子どもが外で思いっきり遊べるところって少ない。

•公園は禁止事項多い。

•田舎に住んでても公園や山より任天堂？



教育の機能の目的

外で自由に遊べる機会の少ない子供に

自然の中で遊べる機会を提供する。



農村にも子供にもメリット



具体的な計画

•棚田でイルミネーション ←これを体験型にすることで、
自然体験と結びつける。能登半島：輪島



試してみた
2022年1月訪問

2021年11月訪問 2022年1月訪問

草ぼうぼう スッキリ

①草刈り



試してみた



今後の希望

•子どもを呼んでイベントにしたい。
• チラシは作ったが、コロナと集客の問
題でまだ実施しておらず。

• 3月に1回少しだけお客さんを集め
てプレ大会をしたい。

•夏頃、地元の人を巻き込んだ大きな
会をしたい。



未来図

住民が喜ぶ

街中の子供

子どもも楽しい

・イルミネーションの様子をラ
イブカメラで見る
・活動をSNSで知る

・人が来る

農村





ご清聴ありがとうございました！

•少しでも面白いと思った方はインスタのフォローしていただけ
ると嬉しいです。

•活動内容発信してます！

• https://www.instagram.com/tanada_o_terrace/


